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  先週の収穫祭にはたくさんの方にご参加いただきありがとうございました。 
有機栽培で良い土で育ったからでしょう、思ったより大きいおいもが収穫出来ました。 
持って帰ったおいもはどんなお料理になったのでしょうか？ 
  
今ドコモのＣMで流れている藤井風さんの♪grace聞いた事ありますか？歌詞に 
♪神さま 私の中にいるなら・・(略)・・あたしにあえて良かった・・(略)・・僕らはみ

な光ってる・・(略)・・何があろうともすべてあなたのｇｒａｃｅ 何があろうともすべて
わたしのｇｒａｃｅ♪  
私なりの解釈ですが、「どんな人の中にも神様がいて、ひとりひとりが尊い存在である」

という事を、言っているようです。 
 SNS が連絡や情報の主流の現代において、ネットの中の情報と比べて落ち込んだり、自
分を否定する事もあると思います。 
保護者の皆様も、生活していると 良いと感じる事も、良くないと感じる事もたくさんあ

ると思います。SNS 上にある事はその中の一部を切り取ってあるので、みんなあなたと同
じように悩んだり、迷ったり、落ち込んだりしています。だけどそれは、素晴らしいことで
す。 
悩み・イライラ・悲しみ等“負”の感情でいっぱいになった時は、『あ～私、怒ってる』と

か『私イライラしてる』とその状況をそのまま受け止め深呼吸してください。 
自己肯定感とは、自分を丸ごと、ありのままを受け入れる事なので、その負の感情も“私

自身”≪なにがあろうともすべてわたしの grace≫なんですよ。 
お母さん・お父さん自身が『そのままの私を大事に』してくださいね 

 

お知らせとお願い 
・寒くなってきましたので、登園時に外

での検温を中止しますので、必ず朝ご自

宅で検温した体温を検温表に記入してく

ださい。 
・靴下や上着など自分で着脱しています

ので、必ず記名をお願いします。 
・肌着のシャツは、（着替えも）半袖をお

願いします。 
・ゆり組は布パンツですごしますので布

パンツの替えをお願いします。 
・10 月の苦情・ご提案はありませんでした。 

薄着の習慣は秋からスタート 

薄着でいると、冷たい外気が刺激と

なって自立神経などの神経系全体

が活発に働くようになります。ま

た、ヒートテックや裏起毛の衣類は

自分で体温を調節する自立神経が

働かなくなり静電気で体に負担が

かかり寒さに対する抵抗力が弱く

なります。大人より、厚着をするタ

イミングを少し遅らせる。大人より

１枚少なく着せる事で自然と薄着

が習慣づけられます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の目標： 秋を感じ 様々な遊びを通して丈夫な身体を作る。 

つぼみ組【0歳児】: つたい歩きや一人歩きで移動することを楽しむ。秋の心地よい気候の中

で好きな遊びを見つけて、じっくりと楽しむ。 

もも組【１歳児】： 保育者や友達とごっこ遊びなどをしながら、言葉のやり取りを楽しむ。

秋の自然に親しみ、落ち葉や木の実などに興味を持ち触れて遊ぶ。 
ゆり組【２歳児】：秋の自然（虫や落ち葉・木の実）に触れ、季節の変化に関心をもちながら

散歩を楽しむ。保育者や友だちと一緒に言葉のやりとりや表現することを

楽しむ。 
 
11 月の保育内容 
養護 
つぼみ組： 喃語や表情、指差しなどに込められた思いをくみ取り言葉にしたり、要求に応じ

たりして、思いが伝わる嬉しさや安心感を味わえるようにする。生活の節目や遊びの

中で、保育者に求める表情やしぐさにタイミングよく応答する。一人遊びを楽しむと

ともに、保育者と一緒に遊び、友だちの遊びに興味を持つ。 
もも組： 外出後や食事前など、保育者と一緒に手洗いをして綺麗にする気持ち良さを知らせ

ていく。一人ひとりの体調、気温の変化に合わせて衣服の調節を行い健康に過ごせる

ようにする。 
｢自分で｣や｢いや｣などの自己主張を共感し受け止め、安心して過ごせるようにする。 

ゆり組： 室内外の気温差に気をつけて、衣服の調節を図る。手洗いなど衛生意識を育み、清

潔を保ちながら健康的に生活する。気付いたこと、感じたことを言葉や身体で表現す

ることを楽しむ。 
教育 
つぼみ組：手づかみや一人で食べることを喜び、スプーン、フォークで、すくい方や刺し方を

試しながら食べる。遊具を使って存分に体を動かす。音楽を聞きながら楽しく踊る。保育者

と一緒に興味のあるおもちゃで遊ぶ。他の子の近くで遊んだり、関わろうとする。「お散歩

に行こうね」と言葉をかけながら、楽しく散歩準備をし、秋の自然（どんぐり、まつぼっく

り）に触れて一緒に楽しむ。季節の歌を口ずさんだり、身振り手振りを真似して体を動かし

て遊ぶ。                                                                               
もも組： 様々な食材に興味を持ち、進んで食べてみようとする。ズボンや靴下、帽子を保育

者に手伝ってもらいながら自分で着用してみようとする。友達の遊びに興味を持ち、玩具の

貸し借りなどを通して関わりながら楽しく遊ぶ。園庭遊びや散歩で、落ち葉や木の実、どん

ぐりなどに興味を持ち、秋の自然に触れる。戸外に出てのびのびと身体を動かして遊ぶ。保

育者と一緒に歌や曲に合わせて楽器を鳴らし、色々な音を楽しむ。 
ゆり組：友だちや保育者と「おいしいね」など話をしながら、楽しい雰囲気の中で食事をし食

べこぼしに気をつけながら食事を進めようとする。手洗いや衣類の着脱など、身の回りのこ

とを意欲的に行う。朝の挨拶や食事の際の挨拶を覚え、自ら言葉やしぐさで言おうとする。

固定遊具などにも興味を持ち、挑戦してみようとする。戸外で集めた木の実や落ち葉を使っ

て製作を楽しむ。リズム遊び（楽器など）や運動遊びを通して、思いっきり身体を動かすこ

とを楽しむ。 
     


